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百歳以上の長寿者を県民挙げて祝福するため、西臼杵郡内の今年度百歳及び百五歳
到達長寿者の方々に、内閣総理大臣及び知事からの祝い状と記念品を贈呈しました。

今年度百歳を迎えられるのは、中井アサノさん、吉永キミエさん、髙藤仁市さん、
岡部シゲミさん、後藤シヅエさん、中山キミ子さん、甲斐ヨシミさん、柳瀬ウメノさ
ん、西山ウメカさん（以上高千穂町）、甲斐ユキヱさん、戸髙イチさん（以上日之影町）、
後藤サエさん（五ヶ瀬町）の１２名で、百五歳を迎えられるのは冨髙アキヨさん（高
千穂町）です。

また、９月１４日から９月２６日までの間に、西臼杵郡内にある特別養護老人ホー
ム（３施設）及び養護老人ホーム（２施設）において、敬老祝賀会が開催されました。

この内、日之影町の養護老人ホーム「八戸清流園」及びグループホーム「寿久の里」
では９月２５日に開催され、今年度百歳になられる甲斐ユキヱさんをはじめ、施設に
入所されている方々とその御家族などが出席され、ご長寿の喜びを分かち合っておら
れました。

超高齢社会を迎えるなかで、今日の私たちがあるのも、戦後の混乱期を経て我が国
の繁栄を築かれた方々のご尽力の賜物であることを忘れることなく、私たち一人ひと
りが高齢者の皆様を敬い、社会全体で支えていかなければなりません。

皆様、ご長寿おめでとうございます。いつまでもお元気で！！

ご長寿ご長寿
おめでとうございます！おめでとうございます！
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全国和牛能力共進会宮崎県代表牛決定！

１０月に長崎県で開催される全国和牛能力共進会に向けた宮崎県の
代表牛決定検査会が８月２３・２７日の両日、小林市の小林地域家畜
市場で開催されました。

県内７地域から約１３０頭が出品され、全９部門中、西臼杵からは
第３区（若雌）に高千穂町河内の林 秋廣さんの飼養する１頭と、第６
区（高等登録群）に高千穂町岩戸の木下 富久さんの飼養する３頭の出
品牛が宮崎県代表牛に選ばれました。代表牛の詳細は下記のとおりで
す。

全国和牛能力共進会は５年に１回開催され、今回の長崎大会は２０
年ぶりの九州開催となります。

西臼杵地域は前回鳥取大会において内閣総理大臣賞を獲得しており
ますが、今回の代表牛決定検査会も非常にレベルの高い出品牛が多く、
連覇への期待が高まっています！

出品区 市町村 出品者 出品牛 生年月日 父 母の父 母の祖父

第３区（若雌の２） 高千穂町 林秋廣 あいこ２ H23.5.17 福之国 忠富士 安平

高千穂町 木下富久 第３さかえ H13.7. 3 福桜 福茂 頼山

高千穂町 木下富久 第５さかえ H19.9. 7 福之国 福桜 福茂

高千穂町 木下富久 第２さかえ H23.7.21 忠富士 福之国 福桜

第６区(高等登録群)

白ねぎ選果機・ブロッコリー予冷庫竣工式

９月１３日、ＪＡ高千穂地区の上野野菜集出荷場で白ねぎ選果機と
ブロッコリー予冷庫の竣工式が行われました。

これらの設備は、国の葉たばこ作付転換緊急対策事業を活用して総
事業費１，５３３万円でＪＡが整備したものです。

白ねぎとブロッコリーは、意欲のある生産者により栽培が始まり、
夏期冷涼な気候を活かし高品質なものが作られ、市場評価も高く、新
品目として注目されていました。しかし、産地化するためには、白ね
ぎでは選果機が、ブロッコリーでは予冷庫が必要となっていたところ
です。

今回の整備により、産地化が進み、昨年の葉たばこ廃作募集による廃作地の活用に大いに貢献
すると期待されています。本年度は、白ねぎ８２ｔ、ブロッコリー８０ｔの出荷が計画されてい
ます。

田んぼの生きもの調査

９月１２日、五ヶ瀬町三ヶ所で、三ヶ所
小学校の５年生２１名のみなさんが参加し、
「田んぼの生きもの調査」を実施しました。

この調査は、水田の持つ生態系保全等の
多面的機能について、地域のみなさんの理
解を深めてもらうため、宮崎県ふるさと水
と土基金事業として行っています。

９月になり涼しくなってきたため、生き
ものは少ないかと思いきや、子供達の観察
力には目をみはるものがあり、次々にいろ
いろな生きものを見つけていました。

参加したみなさんには、生きものが生活
する場所としての田んぼの大切さを知って
もらう良い機会となりました。
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上川登集落 インターンシップの取組

高千穂町上川登集落では、高千穂町観光協会が主催するインターンシップ事業で、首都圏の
大学生４名の受け入れを行いました。

学生のみなさんは、８月２８日から９月１１日ま
での間、集落でホームステイをしながら、地域活動
の学習や農作業体験、茜染め体験などを行いました。

また、集落が勉強会を重ねながら取り組んでいる
特別栽培米について学ぶため、早朝６時からの研修
会（普及センターやＪＡ技術員が講師）に参加した
他、それぞれのフィールドワークとして地域の活性
化策の提案を行うなど、地域のみなさんとの交流を
深めました。

西臼杵地域鳥獣被害特命チーム会議

９月４日、本年度第１回目となる西臼杵地域鳥獣被害
特命チーム会議を開催しました。

当チームでは、地域内の関係機関が連携し、「被害防止
対策」、「捕獲対策」、「生息環境対策」の３つの柱で総合
的な鳥獣被害対策に取り組んでいます。

会議ではチームの活動計画等について協議を行いまし
たが、野生鳥獣が集落に降りてくることで生じる問題や、
集落ぐるみで行う被害防止策の他、捕獲を適正に継続し
て行う仕組みが必要であるなどの意見が出されました。

今後とも当地域の鳥獣被害の減少に向け、地域内の関係機関で連携をとりながら、対策に取
り組むことにしています。

新規就農者オリエンテーション・第１回学修会

９月１９日、新規就農者オリエンテーション及び第１回新規就農
者学修会を開催しました。

今回は、管内の平成２４年度新規就農者９名（各町、普及センタ
ー調べ）のうち５名が参加しました。

オリエンテーションでは、普及センターから新規就農者に対する
支援制度等についての説明を行ったほか、
先輩農業者である普及指導協力委員、農村

女性アドバイザーから、暖かいエールが送られました。
オリエンテーション終了後の学修会では、ＪＡ高千穂地区農機セン

ターから講師を招いて、トラクターや刈払い機使用時の安全な作業方
法について講義を行いました。

普及センターでは、今後も新規就農者を対象とした学修会を定期的
に開催する予定です。

西臼杵地区農村女性アドバイザー研修会

西臼杵地区農村女性アドバイザー会は、管内7名の農村女性リーダー（高千穂町３名、日之
影町2名、五ヶ瀬町2名）で構成され、より良い農村を次世
代に引き継ぐため、若手農業者等育成の役割を担っています。

9月19日は、お互いの研鑽を図る目的で、日之影町のア
ドバイザーの農業の状況（ナス・茶）を視察研修しました。
視察研修後は、各町のアドバイザー活動の中間実績や計画に
ついて検討しました。

今後、各町のアドバイザーが企画する若手女性農業者を対
象とした学習会が７回ほど開催される予定です。
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林業専用道「日出（ひじ）線」工事着手

８月２３日、高千穂町上岩戸で地元関係者等の出席のもと、
林業専用道「日出（ひじ）線」工事の安全祈願祭が行われまし
た。

日出線は、今藤集落と森林基幹道黒原・煤市線とを結ぶアク
セス道として、地元からの強い要望もあったことから、林業専
用道の施工モデルとして県営施工により事業着手することにな
った路線です。

全体計画延長は約４．５㎞で、文字どおり間伐などの森林施
業を主目的とした路線になりますが、山を越えた日之影町見立地区との交流やアケボノツ
ツジ等が楽しめる二ツ岳登山など、いろいろな効果が期待されています。地元の皆様のご
協力をいただきながら、１日も早い開通を目指したいと思います！

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課

TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760
URLhttp://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

編集後記
９月２０日頃を境に、ここ高千穂はめっきり

秋めいて、朝夕はとても肌寒いです。支庁前庭
のトチノキも落ち葉が目立ってきました。やが
てまた寒い冬がやってきます・・・

１０月は観光のハイシーズン。お祭りやイベ
ントで賑やかになります！（眞）

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望など

ありましたら下記までご連絡ください。

「わけもん語り場」通信

９月１９日、第４回わけもん語り場を自然
休養村管理センターで開催しました。今回は、
横っちょ加工グループ（五ヶ瀬町）のオード
ブルや、猪肉・鹿肉チャーシュー、鶏唐揚げ
（SAP特製）など、おいしい料理をつつきな
がらの楽しい談義となりました。

次回は、１０月１７日（水）１８：３０～
です。面白そうと思った
あなた、是非次回は御参
加ください。年齢は一切
問いません。

今年の栗も絶品です！！

９月２０日、ＪＡ高千穂地区くり部会が県庁を訪れ、河野知
事に栗の贈呈を行いました。西臼杵地区は県内有数の栗の産地
で、その品質の良さから高級和菓子の材料などとして出荷され
ており、特に２Ｌ以上の規格のものは「みやざきびっ栗」とし
てみやざきブランドに認証されています。

また、９月２２日には道の駅「青雲橋」
で、高千穂地区果樹振興会日之影支部と青
雲橋野菜生産者グループの主催により「第

４回ひのかげ栗まつり」が開催されました。準備した３００ｋｇの栗
は午後２時頃には完売となり、大盛況のうちに終わりました。

今年は日照不足などの影響もあり小粒とのことですが、味は最高で
すので、西臼杵の秋を代表する味覚を是非御賞味ください！

中川登集落 アート米の観田祭

「高千穂郷」通信７月号で掲載した中川登集落の「アート米」
（６月２３日田植え）が見頃を迎えました。
先日の台風１６号の影響が心配されましたが、
見事立ち直り、「NO！ＴＰＰ」・「絆」の文字
がくっきりと浮かび上がりました。

９月２１日には「観田祭」が行われ、集落
のみなさんと招かれた関係者の方々の語らい
の場がもたれました。また、集落の女性部が

手がける地どれの大豆を加工した「みそ」の試食も行われ、６次産業化に
向けた取り組みも紹介されました。




